
（提案者）
グループ名：Smart Cityプロジェクト 
提案代表者：金沢工業大学 ４年 吉川 和樹
参   加  者：金沢工業大学 ４年 林 翔平

   ３年 斎藤 光洋
   １年 小島 夢人
   １年 霜鳥 尚幸
   １年 吉川 尚
   １年 北嶋 英嗣
   １年 木村 奏介

提案名：AND（アンド） 
 ～危険を知らせるリストバンド～

最終審査会用プレゼンテーション
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず初めに提案名のANDとは安心する安堵と言う意味と、人と車をつなぐというアンドと言う意味からこの提案名をつけました。



提案名：危険を知らせるリストバンド 
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概要 歩行中の高齢者に危険を知らせるリストバンド。あらかじめ事故多発地点や見通しの悪
い道路、曲がり角などの危険箇所の位置情報をリストバンドに登録しておく。リストバンド
を身につけている歩行者がその場所を通ると光や音、振動で危険を知らせる。車側には
小型ビーコンを搭載し、リストバンドを身につけている歩行者が近くにいると音で運転手に
知らせる。 



 2015年 
  4人に1人が高齢者 
  
 2040年 
  3人に1人が高齢者 
 
 
  
 高齢者人口が 
  増加している 
 
 

いしかわ統計指標ランド/石川県 県民文化局 県民交流課 統計情報室 
http://toukei.pref.ishikawa.jp/search/min.asp?sc_id=119 
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2011年 12年 13年 14年 15年 … 40年 

石川県の高齢者人口推移(65歳以上) 

276,690 

318,707 
351,106 

(万人) 

... 

石川県の高齢者人口推移 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずはじめに石川県の高齢者人口です。このグラフは石川県の高齢者人口の推移を表したグラフです。このグラフを見ると５年間で４万人もの高齢者が増加していて、現在では、４人に１人が高齢者であります。２０４０年には３人に１人が高齢者となってしまいます。このことからも高齢者人口が増加しており、今後も増加が見込まれます。



高齢者の事故死者数割合 

自動車安全性能向上 

全体の交通事故死者割合 

減少 

参考：石川県警察 高齢者の交通事故（死者・重傷者）の推移 
https://www2.police.pref.ishikawa.lg.jp/trafficsafety/upload/ALL/H27koureisya.pdf 

石川県の交通事故死亡者の割合 
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高齢者(65歳以上) 

石川県の交通事故死亡者の割合 

高齢者以外(65歳未満) （１３人） 

増加 

（３３人） 

過去５年間のうち４７.２％ 
が歩行中 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
近年の自動ブレーキや自動走行などの自動車安全性能の向上により全体の交通事故件数は減少しています。このグラフは石川県の交通事故の死亡者数を表したグラフです。赤色の折れ線グラフが６５歳以上の高齢者を表しています。このグラフをみると、平成２７年度の高齢者の交通事故死亡者数の割合は７１、７％と高い割合を示しています。今後はさらに高齢化が進むにつれて高齢者の事故死者数の割合が増加していくと考えられます。さらに過去５年間のうち４７、２％の高齢者が歩行中に事故に巻き込まれています。

https://www2.police.pref.ishikawa.lg.jp/trafficsafety/upload/ALL/H27koureisya.pdf
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https://www2.police.pref.ishikawa.lg.jp/trafficsafety/upload/ALL/H27koureisya.pdf
https://www2.police.pref.ishikawa.lg.jp/trafficsafety/upload/ALL/H27koureisya.pdf
https://www2.police.pref.ishikawa.lg.jp/trafficsafety/upload/ALL/H27koureisya.pdf


北陸三県は 
・交通機関が発展していない 
・年間降水日数が多い 
    （石川県1位：１８７日） 
 
 一世帯に最低一台は車を

所持している車社会 

北陸三県の自動車保有台数 
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全国 石川 富山 福井 

平成２７年度 世帯当たりの自動車の台数

（台／世帯）  

   13位    2位     1位 

一般財団法人 自動車検査登録情報協会 
http://www.airia.or.jp/publish/file/r5c6pv0000006s9v-att/r5c6pv0000006saa.pdf 

交通事故対策が必要 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このグラフは平成２７年度世帯あたりの自動車の台数を表したグラフです。全国平均と比べると、石川、富山、福井の北陸三県の割合は多いことがわかります。北陸三県は、公共交通機関が発達していないことや年間降水量が多いことが原因で、１世帯に１台以上が、車を所持している車社会であると言えます。そのことから交通事故対策が必要と考えます。



交通安全運動、ライトアップいしかわ、反射材の配布 

着用率は２割
 
 

石川県で行われている交通安全対策 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
石川県では、交通安全対策として警察や各自治体における交通安全運動やライトアップいしかわという、自動車ライト点灯を推進する運動を行っています。歩行者にはこれらの運動の際に、身につける反射材を配布しています。しかし、その反射材の着用率はたったの２割しかないことがわかりました。その理由としては、かっこ悪いであったり、着用してもその効果があまり見られないという意見が挙げられました。車側は自動車安全性能などの対策はされていますが、歩行者側の交通安全対策はほとんどされていないのが現状です。私たちはリストバンド式にすることで、誰もが簡単に身につけることができ、光や音、振動で危険を察知することで、高齢者や子供などの交通弱者でも危険から身を守ることができます。



マグネットで脱着 電源 
（ソーラーや振動で発電） 

バイブレーション 

ブザー 

GPSモジュール 
Beaconモジュール 

LED 

危険を知らせるリストバンド 

リストバンドイメージ図   
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは私たちが提案するリストバンドのイメージ図です。バンド型になっており、マグネットで脱着が可能となっています。電源はソーラーや振動で発電を行うことで、継続的に動作できます。前方には、GPSモジュールを搭載し位置情報を取得します。GPSは登録された危険箇所の範囲内に近くにきたら危険を知らせます。ビーコンモジュールは人たい車、人たい自転車のときにリストバンドを付けている歩行者に反応して危険を知らせます。ブザーやLED、バイブレーションを搭載し、音や光、振動で危険を知らせることができます。



見て 感じる 聞いて 

直感的に危険を察知できる 

提案のアピールポイント 

歩行者側 

車側 

死角にいる歩行者を検知できる 

小型ビーコンは 
安価で導入が容易 
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リストバンドと連動して 
歩行者を検知 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私たちが提案する危険を知らせるリストバンドは、リストバンドのつけている歩行者は光で見て、音で聞いて、振動で感じることで直感的に危険を察知することができます。ITが苦手な高齢者でもただ身につけるだけで使用することができるため、簡単に歩行者は危険から身を守ることができます。車を運転する車側には小型ビーコンを設置し、リストバンドと連動することで現在普及しているカメラ型の安全装置とは異なり、死角にいる歩行者を検知することができます。そうすることで早めの減速や停止を行うことができ、事故の防止につながります。また、小型ビーコンは安価で導入が容易です。



通学中の子供 

歩行中の高齢者 

対象ユーザ 

９ 

ドライバー 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
主な対象ユーザは、歩行中の高齢者です。他には、通学中の小学生や車を運転するドライバーが対象ユーザです。



  

 着用推進運動 

 交通安全運動で配布 

１０ 

自治体 

費用：１個あたり数百円程度 

石川県交通安全協会 

普及方法 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リストバンドの普及方法は石川県交通安全協会さんや各警察、自治体に協力していただき、このリストバンドの有効性をアピールする為に着用推進運動を行います。。そうすることで、このリストバンドの効果を理解していただき、交通安全運動で無償で配布します。費用は１個あたり数百円程度で製作できるため、無償で配布することで普及を促すことができます。



 ◆時間帯に合わせた子供の見守り  

１１ 

＜位置情報＋時間＞ 

今後の展望 

 ◆夜間の防犯対策  

◆危険地域を通知 

◆緊急時には大音量でブザーが鳴る 

◆位置情報を警察に連絡 

◆登下校時の見守り 

◆暗くなるとブザーで帰宅時間 

  を知らせる 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今後の展望は位置情報に時間を合わせることで、時間帯に合わせた迷子や防犯対策を行うことができます。小学生の登下校の時間帯に合わせて、犯罪の頻繁に起こっている場所や通学路の危険箇所などの見守りを行います。また暗くなるとブザーで帰宅時間を知らせることで、子供の安全を守ります。また、必要に応じてスマートフォンと連動して保護者へ通知を送ります。その他にも夜の繁華街や人気のない住宅街などの危険地域を通知して、緊急時には大音量でブザーを鳴らし、位置情報を検察に連絡することで若い女性を犯罪から守ることができます。



大丈夫？ 

 ◆健康状態を家族に送信（脈拍数や体温など） 

 ◆緊急の場合近くの病院に情報を送信 

今後の展望 

１２ 

＜健康管理＞ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２つ目は健康管理です。高齢化社会に向けて、リストバンド型という特性を利用して、脈拍数や体温は計測し、家族にお年寄りの健康状態を送信します。近年は一人暮らしのお年寄りが増えてきて、孤独死が問題となっています。それらの対策として、家族に健康状態を送信することで、スマートフォンやPCなどで健康状態を家族は常に把握することができます。体調が悪化したり、倒れたりなど緊急の場合には、近くの病院に連絡するとともに、救急車の手配を行うことができます。



１３ 

＜まとめ＞ 

提案名：危険を知らせるリストバンド 

◆位置情報を用いて 
   交通安全対策を行い、交通事故の削減 
 
◆今後の展望として 
  位置情報と時間軸を組み合わせることで、防犯対策
や健康管理を行うことができる 

 ◆位置情報を用いて  

 ◆今後の展望として  

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私たちが考える危険を知らせるリストバンドは、歩行者側は位置情報を用いることで危険箇所を知ることができ、車側は小型ビーコンを用いることで人が近くにいることを知ることが出来ます。これらの２つで交通事故対策を行い、交通事故の削減を行うことが出来ます。今後は、位置情報と時間軸を組み合わせることで、時間帯に合わせた防犯対策や高齢化社会に向けた健康管理を行います。以上。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	高齢者の事故死者数割合
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13

